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とした供用 35～51 年が経過した 5 地区の現場打ちコンクリート水路において，コンクリート表面の摩







































「セメント物理試験方法」に規定された JIS モルタル，形状および寸法は 70×70×20 mm の直方体と
する。③摩耗深さの指標としては，摩耗フロントをより的確に把握できる 85%～95%摩耗深さ，各材
料の摩耗特性の指標としては，JIS モルタルの摩耗速度に対する各材料の比摩耗速度およびその逆数と
する。④促進倍率は，現地採取コアから切り出した試験体の健全面で試験を実施し，実水路摩耗面の
推定摩耗深さとの比較から求める。⑤水路における摩耗現象は力学的作用と化学的作用の複合作用に
より進行することから，摩耗試験も対象とする化学的作用を促進させた試験体を使用するなどの複合
摩耗試験を実施する。 
 
 コンクリート水路における摩耗現象は農業水利施設分野に特有な劣化であることから，先行してい
る土木分野におけるアセットマネジメントにおいても詳細な研究はなされていない。農業水利施設の
ストックマネジメントの推進に当たって必要な農業用コンクリート水路の摩耗現象，特に劣化進行予
測や耐摩耗性能照査のための促進摩耗試験のあり方に関する研究に先鞭を付けた本研究の功績は大き
く，再建設費ベースで約 25 兆円と言われる農業水利施設のストックマネジメントに大きく寄与するも
のと期待される。したがって，本論文が学位論文として十分な価値を有するものと判定できる。 
 
